
目 的

近年, 特定の細菌を用いた微生物資材による環境浄化

の試みが行われている｡ その中でも �� (���������

���	

	�����) と呼ばれる細菌群の培養液(以下��)

を用いて汚れた河川・湖沼・海岸等を浄化しようとする

運動が, 市民団体等を中心として全国的に行われている｡

今回, ��による内湾の底質改善効果を検証するため,

英虞湾内の干潟および真珠養殖場にて現場実験を実施し

た｡ なお��の培養や投入は, ㈱��総合ネットおよび

㈱��研究機構が行い, 底質分析の一部を保健環境研究

部が行った｡ 現場実験は平成��年も継続して行われるが,

本報告では��月��日までの調査結果の概要を示す｡

１. 干潟での実験調査

方 法

英虞湾内の実験場所の位置と各試験区域の測点を図１

に示した｡ 干潟は神明地区の干潟 (神明干潟) を実験区

域とし, ８ヶ所の測点を設けた｡ ��の投入は���１～

３付近 (実験区域の南側) において平成��年８月２日か

ら週１回の頻度で, 毎回約２トンを陸上より散布した｡

調査内容として, 地盤高調査 (計測尺を底泥に打ち込み,

底泥の高さを測定), 底質調査 (測定項目：���, ��,

���, ���, ���, ��, � ) および底生生物調査

(現存量, 種類) を実施した｡

一方, 真珠養殖場は, 片田地区の真珠養殖場 (片田養

殖場) を実験区域とし, ６ヶ所の測点を設定した｡ ��

の投入は干潟と同じ日に行い, 毎回約��トンを���２の

底層付近に陸上からホースを使って投入した｡ 調査項目

は, 水中観察による底泥の高さの変化, 底質調査, 底生

生物調査, 水質調査 (プランクトン調査含む) を行った｡

結 果

１) 底泥高調査

��による, 干潟および養殖場の底泥の分解や減少を

確認するため, 実験開始前に各測点に計測尺を打ち込み,

底泥の高さの変化を目視により観察した｡

神明干潟では, ��月!"日 (実験開始から#$日目) にお

いて, 底泥の高さが, 試験開始前に比べ各測点とも���

１を除き２～８��低下していた｡ しかし, ８月!�日,

９月��日, ９月��日, ��月��日に神明地区で集中した降

雨がみられ, 降水量が例年と比較して記録的に多かった

ことから, 底泥高の減少は��による分解よりも河川

の増水による流出の影響と思われた｡

片田養殖場では, 海底の底泥高の変化を確認するため,

９月!�日に計測尺を打ち込み, ��月!"日に底泥の高さの

変化を調査した｡ その結果, 底泥高の変化は, ほとんど

認められなかった｡

２) 水質調査

水質調査は, 片田養殖場でのみ実施した｡ 測定した項

目 (水温, 塩分, 溶存酸素量, ��, ���, クロロフィ

ル量, 植物プランクトン数) のうち, 各測点の２ｍ層の

水温, 塩分, ��, ��, ���, クロロフィル量の推移

を図２に示す｡ 各項目とも経日的に大きく変動しており,

この変動の傾向は各測点とも同じであった｡ 変動の要因

として, 降雨の影響が強く示唆された｡ なお��の影響

はあまり認められなかった｡

３) 底質調査

神明干潟および片田養殖場の測点別の���, ���,

���, � , ��含量の変化を図３に示す｡ 神明干潟で

は, ���は����, �, %, #で増加, ���!, �, "で横這

い, ���５で減少していた｡ なお���, ���, � , ��

は全測点とも, やや減少かあるいは横這いで推移してい

た｡ ��による底質改善効果があるならば, 実験区の

���１～３は対照区の���４～８に比べ, それぞれの測定

項目において減少, あるいは増加の抑制が考えられる｡

しかし, そのような傾向は特に認められなかった｡

片田養殖場では, 全測点で���で増加傾向がみられ

た｡ ���, ���, � は���３で減少傾向が認められた

が, その他の測点では横這いに推移していた｡ 各測点に

おける��の影響の強さを推測すると, 投入地点から

の距離から, 強い順に���２, ���１, ���３, ���４, ���

５, ���６と推測される｡ しかし, 干潟と同様, ��に
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よる各測定項目への影響は特に認められなかった｡

４) ベントスの変化

調査結果を図４に示す｡ 干潟において, 実験開始時の

８月２日と��月��日 (実験開始から��日目) に����, �,

	, 
, �, �の計６ヶ所にて調査を行った｡ その結果,

主に���１においてイトゴカイをはじめとした汚濁指標

種が確認された｡ 出現種類に大きな差は見られなかった

が, 個体数は測点間のバラツキが大きかった｡ 実験開始

時と散布後 (��月) の出現種類数は, 測点間によるバラ

ツキが大きいが, ���１～３で減少, ���４～８でやや増

加の傾向がみられた｡ 片田養殖場では, 実験開始前の７

月�日と��月�日 (実験開始から�
日目) に, ����, �,

	, の４ヶ所にて行った｡ 各測点とも出現種類数およ

び個体数は非常に少なく, 差はあまり認められなかった｡
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図１ 実証実験現場海域と測点図








